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先月の振り返り: 10月のドル円相場は110円後半～114円半ばで推移。月初は小幅な値動きだった
が、米国の早期利上げ観測が高まってきたことで徐々にドル買いの流れとなり、良好な米国経済指
標発表や各地区連銀総裁から早期テーパリングに言及する発言が聞かれたことで、ドル円は114円半
ばまで円安ドル高が進行。その後は115円を前に高値警戒感が出ていたことやパウエルFRB議長が早
期利上げの思惑を否定する発言などで113円半ばまで売られたが根強いドル買いで114円台を回復。

月末には資源国通貨の急落や米GDP速報値が市場予想を下回ったことでリスク回避の動きが強まり、

再び113円台前半となる場面も見られたが、ユーロやポンドの急落を受けたドル買いで114円台を回

復して10月を終えた。
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今後の展開: 月初のFOMCが最大の関心事。テーパリング開始が決定される見通しとい

うことは市場で織り込み済みのため、さらに踏み込んで利上げ時期について示唆され

るかどうかがドル買い継続のポイントだろう。また中国恒大集団の問題も予断を許さ

ない状況。10月末期限だったドル建て債の利払いが実施されたことで債務不履行を回

避したが、資金繰りは苦しいとみられ綱渡りは続くとみられる。そのため利払いが行

われなかった場合は、金融市場に大きな影響が出てくることが危惧されており、突発

的な値動きに注意を払っておきたいところだ。
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)

今月の主な経済指標 ※日本時間


